
1 研修専用施設で実践的な研修が可能
 多品目の野菜・花きについて実践的な栽培技術研修を実施
 研修生が個々のパイプハウスと露地で模擬経営を体験

2 新エネルギーを活用した
　 周年農業の技術習得が可能
 地下水熱や木質ペレットを活用した加温施設での実習
 周年農業の技術習得が可

3 奨励金をもらいながら研修が受けられる
 県・市による奨励金または国の青年就農給付金の受給が可

園
芸
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生
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【秋田市新規就農研修】

平成29年度生募集
秋田市園芸振興センターでは、園芸作物（野菜・花き）の担い手を育成する新規就農研修を実施しています。

平成28年

10名 2年間
※ 応募状況によっては、2次募
集を行う場合もあります。

平成29年4月～
平成31年3月

募集期間 研修の3つのポイント

募集定員 研修期間

9/1木▶11/11金

研修生のみなさん

問い合わせ・研修先 秋田市園芸振興センター
〒010-1423 秋田市仁井田字小中島111番地1　電話：018-838-0278　FAX：018-838-0279
E-mail：ro-agpc@city.akita.akita.jp　URL：http://www.city.akita.akita.jp/city/ag/pc/default.htm



受講資格

研修内容

研修期間

研修費用

研修奨励金の支給

　　　　　　　　次に掲げる要件を全て満たす者とします。

❶  園芸（野菜・花き）の経営を志し、研修修了後1年以内に本

市での独立・自営就農、又は雇用就農が確実に見込まれ

る者。

❷ 申請時の年齢が、50歳以下の者。

平成 29年4月

　研修受講は無料です。なお、県主催研修参加

の場合、テキスト代等の費用については自己負担

があります。また、傷害保険へ加入が必要です。

　県の「地域で学べ！農業技術研修（市町村実

験農場活用型）」事業が適用され、研修奨励金の

受給が可能です。

　また、国の青年就農給付金の受給が可能です

が、研修奨励金と重複して受給することはできま

せん。

平成 31年3月までの2か年
▶

研修
概要

共
通

栽培
技術

野菜・花きの栽培に関する基礎的な技術を、実習
を通して習得する。

経営
技術

秋田県農業研修センター主催の各種研修等を受
講し、農業経営管理に関する知識や技術等を習
得する。

1
年
目

園芸振興センター等スタッフの指導のもと、基礎的な知識や
技術等を習得する。

2年目に取り組むプロジェクト（模擬経営）研修の実施計画
を作成する。

2
年
目

プロジェクト研修を通して、応用的な知識や技能等を習得
する。

プロジェクトの成果を取りまとめるとともに、就農に向けた営
農計画を作成する。

研修生の
コメント

募集期間

提出手続

選　　考

平成28年9月1日（木）から11月11日（金）まで
※ 応募状況によっては、2次募集を行う場合もあります。

所定の申請書等に必要事項を記入の上、当センターに持参、又は郵送
してください。（書類は当センターで配布、又は当センターホームページ
からダウンロード可）

❶日時　平成28年11月上旬
❷会場　秋田市園芸振興センター
❸方法　書類審査、面接試験
❹結果　平成28年11月中旬に応募者本人へ郵送にて通知します。

応募・
選考方法

　これまで農業法人で働いて
いましたが、改めて園芸の勉強
をしたいと思い参加。実習や講
義を通して、栽培技術を向上で
きるようがんばっています。

佐藤珠実さん

　様々な野菜・花きの栽培
実習や、農業経営に関する
先輩達からの具体的なアド
バイスにより、有意義な研修
生活を送っています。

黒崎裕貴さん


